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明
治
十
年
三
井
物
産
会
社
の
肥
前
多
久
石
炭
約
定
書

秀

村

選

三

肥
前
多
久
地
方
で
は
近
世
後
期
か
ら

明
治
前
期
に
多
数
の
零
細
小
炭
坑
が
籏
立

し
て
い
た
。
「
旧
佐
賀
県
史
稿
、
政
治
之
部

・
工
業

」
に
よ
る
と
、
明
治
八
年
に

は
次
の
通
り
で
あ

っ
た
。

小
城
郡
高
木
川
内
村
炭
坑
三
ケ
所

従
前
開
業
場

麻
畑
山

蜂
之
巣

仁
田
尾

出
炭
高
四
百
八
拾
九
万
四
千
三
百
六
拾
九
斤

代
金
壱
万
〇
三
百
七
拾
壱
円
三
拾
六
銭
八
厘

同
郡
小
侍
山
炭
坑
六
ケ
所

従
前
開
業

狩
谷
山
出
炭
高
五
百
三
拾
九
万
六
千
五
百
三
拾
弐
斤

代
金
三
千
九
百
四
拾
九
円
〇
四
銭
三
厘

本
年
四
月
開
業

遠
見
山

裏
狩
谷

柚
ノ
木
原

出
炭
高
七
百
二
拾
八
万
三
千
弐

百
四
拾
四
斤

代
金
四
千
八
百
五
拾
三
円
四
拾

八
銭
四
厘

本
年
十

一
月
開
業

高
木
川
内
山

出
炭
高
五
万
五
千
斤

同
郡
多
久
原
村
炭
坑
弐
ケ
所

従
前
開
業
場

茂
平
山

四
下
山

出
炭
高
六
百
拾
三
万
六
千
百
〇
六
斤

代
金
三
千
九
百
七
拾
七
円
四
拾
九
銭
八
厘

全
郡
多
久
町
村
炭
坑
弐
ケ
所

本
年
四
月
開
業

岩
門出
炭
高
弐
拾
四
万
八
千
七
百
九
拾
弐
斤

代
金
百
弐
拾
四
円
三
拾
九
銭
五
厘

本
年
十

一
月
開
業

山
仁
田
出
炭
高
三
万
斤

こ
れ
を
、
こ
の
前
後
の
資
料
、
た
と
え
ば
明
治
六
年
十

一
月
到
十
二
月
、
全
七
年

一
月
二
月

『
官
省
進
達
」

(
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵

)
に
見
え
る
炭
坑
の
調
査
や
、

明
治
十

一
年
の

「
長
崎
県
小
城
郡
村
誌
抄
」

(
多
久
市
立
図
書
館
所
蔵

)
或
は
明

治
十
四
年
の

『
鉱
山
沿
革
調
」
(高
取
産
業
株
式
会
社
写
本
)
と
対
照
す
る
と
、
い

か
に
そ
の
興
廃
が
激
し
か

っ
た
か
が
推
察
で
き
る
。
し
か
も
此
等
の
石
炭
は
は
じ

め
牛
馬
背
運
送
に
よ

っ
て
古
賀
津

へ
出
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
多
久
川

・
牛
津
川

・
六

角
川
の
舟
運
に
よ

っ
て
住

ノ
江

へ
出
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
古
賀
津
よ
り
も



ど

ぱ

上
流
に
山
崎

・
長
尾
の
両
土
場

(
当
地
方

で
は
石
炭
積
出
場
の
川
岸
を
土
場
と
云

っ
て
い
る

)
が
開
か
れ
、
川
舟
に
よ
り
多
久
川
を
利
用
し
て
古
賀
津

に
下
す
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た

一
方
で
は
羽
佐
間
水
道
ー
も
と
も
と
農
業
用
水
で
あ
る
が
ー
を

孚

利
用
し
て
川
舟
に
よ
り
石
炭
を
下
し
、
松
瀬
村
迦

シ
で
水
道
と
本
川
が
最
も
近
く

寄

っ
た
場
所
で
石
炭
を
上
げ
た
。
古
賀
津

・
迦
シ
か
ら
は
所
謂
上
荷
船

に
積
み
換

え
て
住

ノ
江
ま
で
下
し
、
こ
こ
で
本
船

に
積
み
換
え
、
長
崎
其
他
各
地
に
送
ら
れ

た
の
で
あ

っ
た
。

か
か
る
状
況
の
と
こ
ろ
に
、
明
治
十
年

二
月
二
十
六
日
三
井
物
産
会
社
は
多
久

の
坑
業
人
と
同
年
三
月
よ
り
五
月
ま
で
三
ケ
月
間
多
久
地
方
石
炭
の
購
買

の
仮
契

約
を
定
め
た
。
さ
ら
に
三
月
に
は
右
の
仮
契
約
は
八
月
ま
で
満
六
ヶ
月
間
の
本
契

約
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
後
者
で
仮
契
約

(
仮
約
定
書

)
と
文

言
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

(
い
つ
れ
も

「
鉱
山
雑
載
』
佐
賀
県
立
図
書
館
所

蔵
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る

)
。

一
ケ
月
石
炭
二
百
万
斤
の
売
買
契
約
で
、
石
炭
の

品
位
を
四
等
に
分
ち
、
松
瀬
村
迦
シ
に
石
炭
各
種
品
位
の
見
本
を
備
え
、
石
炭
請

渡
の
時
に
は
問
屋
瀬
戸
口
裏
貞
と
三
井
物
産
の
出
張
人
と
が
立
会

い
、
見
本
を
比

較
し
て
石
炭
の
品
位
を
定

め
、
問
屋
よ
り
は
上
荷
船

一
艘
0
と
に
炭
質
の
区
別
、

坑
名
、
坑
主
名
等
を
詳
細
に
記
し
た
送
状
を
渡
す
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て

上
荷
船
の
ま
ま
物
産
会
社
と
問
屋
が
立
会

い
、
上
荷
積
石
炭
等
級
品
位
を
定
め
、

以
後
積
み
換
え
ず
、
も
し
迦
シ
に
お
い
て
改
め
後
、
本
船
に
積
入
の
際
に
品
位
相

違
の
時
は
、
本
船
に
お
い
て
受
取
ら
ず
、
其
事
よ
り
起
る
損
失
は
坑
主
代
表
に
帰

す
る
こ
と
、
斤
量
は
本
船
で
の
受
取
高
を
以
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、

上
荷
船
積
入
石
炭
に
濡
石
有
る
時
は
本
船

に
お
い
て
受
け
取
ら
ざ
る
こ
と
、
但
し

濡
石
炭
量
目
増
加
の
上
渡
し
た
き
依
頼
の
分
は
、
百
斤
に
つ
き
五
斤
以
上
の
増
量

を
も

っ
て
渡
す
こ
と
と
し
た
。
ま
た
迦
シ
土
場
ま
で
多
量
の
石
炭
を
運
送
し
た
に

か
か
わ
ら
ず
、
物
産
会
社
が
請
取
方
を
こ
と
わ
る
際
は
、
迦
シ
土
場
囲

い
の
石
炭

の
代
価
十
分
の
六
よ
り
少
な
か
ら
ざ
る
金
員
を
各
坑
主
へ
内
渡
し
す
る
契
約
で
あ

っ
た
。
本
文
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

「

肥

前

多

久

石

炭

約

定

書

明
治
十
年
三
月

一
日
ヨ
リ
同
八
月
三
十

一
日
迄
、
満
六
ケ
月
間
、
多
久
炭
坑
長

崎
県
下
三
十
九
大
区
四
小
区
小
侍
村

多
久
原
村
二
ケ
村

ヨ
リ
採
収
之
石
炭
三

井
物
産
会
社

工
売
渡
候

二
付
、
右
両
村
炭
坑
主
或

ハ
稼
人
代
理
原
猷

一
・
梅
崎

義
剛

.
吉
岡
久
泰

.
武
藤
廉
平

.
副
島
哲
吾
外
九
名
ト
三
井
物
産
会
社
代
理
羽

太
紀
克
ト
取
結

フ
処
之
条
約
如
左

第

一
条

芝
)

一
炭
坑
有
之
村
名
弁
字
共
左

二
通
リ

ニ
候
事

小
侍
村
字
蜂
ノ
巣

原

猷

一

同
仁
田
尾

山
口
番
右

工
門

同
狩
谷

稗
田
市
郎
次

同
柚
木
原

鈴
山
泰
四
郎

右

一
等
炭
出
坑
之
部

同
裏
狩
谷

西
岡
重
助

同
麻
畑

副
島
五
郎
助

同
高
木
河
内

副
島
哲
次

右
二
等
炭
出
坑
之
部

同
狸
谷

大
坪
重
貞

同
屋
敷
谷

山
口
太
右

工
門

同
遠
見
山

森

文
威

右
三
等
炭
出
坑
之
部

同
小
池
谷

熊
崎

繁

同
中
尾
山

久
我
猪
平

右
四
等
炭
出
坑
之
部

多
久
原
村



同
茂
平

木
村
茂
造

右
三
等
炭
出
坑
之
部

同
茂
山

西
山
半

三
郎

右
四
等
炭
出
坑
之
部

〆

第
二
条

一
石
炭
品
位
ヲ
四
等

二
定

ム
代
価
之
事

第

一
等
品
石
炭
壱
万
斤

二
付

代
金
拾
七
円
七
拾
五
銭

第
二
等
品
石
炭
壱
万
斤

二
付

代
金
拾
七
円
二
拾
五
銭

第
三
等
品
石
炭
壱
万
斤

二
付

代
金

拾
六
円
七
拾
五
銭

第
四
等
品
石
炭
壱
万
斤

二
付

代
金

拾
五
円
七
拾
五
銭

右
四
品
共
住
ノ
江

二
於
テ
本
船

工
請
取

直
段
之
事

尤

一
ケ
月
渡
高
約
定
数
左

二

第

一
等
品

合
百
三
拾
万
斤

ヨ
リ
不
少

第
二
等
品

第
三
等
品

合
七
拾
万
斤

ヨ
リ
不
多

第
四
等
品

右
之
割
合
ヲ
以
月
々
相
渡
可
申
、
万

一
三
四
等
之
石
炭
不
足
ス
ル
ト
キ

ハ
一
二

等
之
石
炭
ヲ
以
埋
メ
方
可
致
、
尤
代
価
等
級
之
分
チ
ニ
随
ヒ
勘
定
可
致
事

第
三
条

一
此
条
約
之
石
炭

ハ
総
テ
大
塊
タ
リ
、
タ
ト
へ
小
塊
混
交

ス
ル
ト
モ
、

一
寸
角
以

上
之
塊
炭

二
限
リ
候
事

第
四
条

一
各
炭
山
坑
主
代
理
原
猷

一
・
梅
崎
義
剛

・
吉
岡
久
泰

・
武
藤
廉
平
・
副
島
哲
吾

外
九
名

ハ
前
書
之
両
村

ヨ
リ
毎
月
出
坑
之
石
炭
高

ヲ
別
紙

二
取
調
へ
、
前
以
テ

三
井
物
産
会
社

エ
相
渡
可
置
事

第
五
条

一
塊
炭

一
ケ
月
二
百
万
斤
ヲ
三
井
物
産
会
社

工
第
二
条
之

定
価
ヲ
以
、
本
年
三
月
一

日

ヨ
リ
同
八
月
三
十

一
日
迄
満
六
ケ
月
間
買
収
候

二
付
、
尚
此
余

二
出
炭
ア
リ

テ
売
捌
ヲ
要
ス
ル
ト
キ

ハ
、
先

ツ
三
井
物
産
会
社
之
要
否
ヲ
問
合
ス
ベ
シ
、
約

定
高
二
百
万
斤
之
外
ナ
ル
石
炭

ハ
坑
業
人
之
手

ニ
テ
勝
手

二
売
却

ス
ル
ト
錐

モ
、

約
定
高
不
相
捌
前

ハ
外
方

工
相
渡
申
間
敷
候
事

但
定
約
外
之
石
炭

ヲ
他

ヨ
リ
三
井
物
産
会
社

エ
売
却

セ
ン
ヲ
乞
ト
キ

ハ
必
ス

代
理
人

工
問
合

セ
承
諾
之
上
、
之

ヲ
買
収
ス
ル
ヲ
要
シ
候
事

第
六
条

一
右
書
載
炭
坑
主
十
四
名
之
内
、
原
猷

一
.
梅
崎
義
剛

・
吉
岡
久
泰

・
武
藤
廉
平
.

副
島
哲
吾
等
三
井
物
産
会
社
共
、
此
約
定
書
調
印
前

二
石
炭
各
種
品
位
之
見
本

一
、
二
、
三
、

四
等

二
分
チ
、
松
瀬
村
迦
シ

ニ
備
置
、
請
渡
之
度

二
右
惣
炭
主

之
為

二
受
取
渡
方

ヲ
ナ
ス
代
理
ナ
ル
迦
シ
住
居
ノ
問
屋
瀬
戸
口
裏
貞
ト
三
井
物

産
会
社
之
出
張
人
ト
立
合
、
右
之
見
本

二
比
較

シ
買
収
之
品
位
ヲ
定

メ
候
事

第
七
条

一
右
問
屋
瀬
戸
口
裏
貞

ヨ
リ

ハ
上
荷
船

一
艘
毎

二
炭
質

一
、
二
、
三
、
四
等
之
区

別
、
坑
名
等
坑
主
之
名
共
、
詳
細

二
記
載
シ
タ
ル
送
リ
状

ヲ
可
相
渡
置
事

第
八
条

一
松
瀬
村
迦
シ
ニ
於
テ
三
井
物
産
会
社
ト
右
問
屋
瀬
戸
口
裏
貞
ト
立
合
、
石
炭
質

上
荷
船
之
儘
相
改
可
申
事

第
九
条

一
斤
貫
之
儀

ハ
総
テ
本
船

ニ
テ
受
取
高
ヲ
以
取
受
ベ
シ

右
問
屋
瀬
戸
口
裏
貞
ト
引
合
記
帳
勘
定

ス
ヘ
シ
、
尤
石
炭
受
渡

ハ
時

二
書
面

取
換
之
事

但
石
炭
代
価

ハ
此
約
定
主
代
理
原
猷

一
・
梅
崎
義
剛

・
吉
岡
久
泰

・
武
藤
廉
平
・

副
島
哲
吾
或

ハ
此
約
定
書
調
印

二
炭
坑
主
又

ハ
確
証
ア
ル
代
理
人

工
三
井
物
産

会
社

ヨ
リ
直

二
相
渡
候
事

第
十
条



一
上
荷
積
石
炭
等
級
品
位

ハ
松
瀬
村
迦
シ

ニ
於
テ
改
之
節
、
上
荷
積

ヲ
以
目
的
ト

シ
、
是

ヲ
積
換
改

メ
ザ
ル
ニ
付
、
迦
シ

ニ
テ
改
後
本
船

工
積
入
之
節
、
万

一
其

品
位
相
違

シ
タ
ル
時

ハ
本
船

二
於
テ
之

ヲ
受
取
ラ
ザ
ル
ノ
権
理
ヲ
有

ス
ル
事
勿

論
之
儀

二
付
、
其
事
件
ヨ
リ
差
起
タ
ル
損
失

ハ
原
猷

一
・
梅
崎
義
剛

・
吉
岡
久

泰
.
武
藤
廉
平
.
副
島
哲
吾
外
九
名

二
引
受
、
全
ク
三
井
物
産
会
社

二
関
係
無

之
事
但
本
船

工
積
受
後
、
等
級
品
位
相
混
ス
ル
事
露
顕
ス
ル
欺
、
或

ハ
品
質
之

争
論
差
起
ル
ト
モ
、
右
炭
坑
主
則
此
約
定
主

二
関
係
ナ
ク
本
船
之
責

二

任

ス
ル
事

第
十

一
条

一
本
船

二
石
炭
渡
方
之
節

ハ
従
来
之
通
リ
五
分
之
サ
シ
、
則

一
万
斤

二
付
五
百
斤

宛
用
捨
ト
シ
テ
、
余
分

二
炭
坑
主

ヨ
リ
本
船

エ
相
渡
サ
ル
ベ
シ

第
十
二
条

一
上
荷
船
積
入
之
石
炭

二
濡
石
有
之
時

ハ
、
本
船

二
於
テ
是
ヲ
受
取
ラ
サ
ル
共
.

上
荷
船

ヨ
リ
苦
情
申
立
不
相
成
候
事

但
濡
石
炭
量
目
増
加
之
上
相
渡
度
依
頼
之
分

ハ
此
限

二
非

ス
、
併
用
拾
五
分

之
外

二
百
斤

二
付
五
斤

ヨ
リ
少

カ
ラ
サ
ル
増
量
ヲ
相
渡
ス
ヘ
シ
、
尤
本

船
～
頭
ト
相
談
之
上
、
雨
中
船
積
之
節

ハ
此
限

二
非
ラ
ス

第
十
三
条

一
本
船

二
積
取
相
済
候
迄

ハ
総
テ
此
約
定
主
代
理
原
猷

一
.
梅
崎
義
剛
.
吉
岡
久

泰
・
武
藤
廉
平
・
副
島
哲
吾
引
請

二
付
万

一
損
失
差
起
リ
候
共
三
井
物
産
会
社

二
於
テ

一
切
関
係
無
之
事

本
船

二
請
取
後
之
損
失
者
各
坑
主

工
関
係
無
之
、
総
テ
船
方
ト
三
井
物
産

会
社
ト
ノ
運
送
条
約

二
依
テ
所
分
可
致
事

第
十
四
条

一
三
井
物
産
会
社

ヨ
リ
代
金
払
之
儀

ハ
毎
月
両
度

二
相
渡
シ
可
申
事
、
尤
必
品
位

騨

本
船

へ
請
取
リ
タ
ル
代
価
之
外

ハ
払

ハ
サ
ル
事

第
十
五
条

一
松
瀬
村
迦
シ
土
場
迄
多
量
之
石
炭
運
送

二
相
成
、
三
井
物
産
会
社

二
於
テ
請
取

方
ヲ
断
候
節
ハ
迦
シ
土
場
囲
石
炭
之
代
価
十
分
之
六

ヨ
リ
少
カ
ラ
サ
ル
金
員

ヲ
各

坑
主

エ
内
渡

シ
ス
ベ
シ

但
此
約
定
書
記
載
高
之
分

一二
二
井
物
産
会
社

二
買
収
ヲ
ナ
ス
ト
キ

ハ
同
社

出
張
人

工
炭
坑
主
代
理
原
猷

一
・
梅
崎
義
剛

・
吉
岡
久
泰

・
武
藤
廉
平
.

副
島
哲
吾
外
九
名

ヨ
リ
前
以
テ
其
炭
高
ヲ
報
知
致
シ
、
協
議
之
上
約
定

高
之
振
合

二
依
テ
内
渡
金
ヲ
相
払
ベ
シ
、
併
約
定
高
之
外
買
収

セ
サ
ル

中

ハ
此
限

ニ
ア
ラ
ス
、
万

一
三
井
物
産
会
社

二
於
テ
約
定
高
之
石
炭
ヲ

一
ケ
月
以
上

モ
受
取
方
ヲ
相
断
候
節

ハ
巳

二
内
渡
済
十
分
之
六
ヨ
リ
少

カ

ラ

サ

ル
金

員

二
惣

高

拾

分

之

八

ヨ
リ
多

カ

ラ
ザ

ル
割

合

則

ギ
少、

其

h

分

≧

十

分

之

八
ト

ナ

ス

ヲ

云

ヲ
加

へ

十

分
之

六

ヲ
渡

ス
ト

内
渡
金

ヲ
相
増
候
、
乍
併
各
炭
坑
主
之

方

二
於
テ
内
金
請
取
ト
錐

モ
、
三
井
物
産
会
社

ヨ
リ
船
積
ヲ
乞
時

ハ
、

先
前

ヨ
リ
次
第
ヲ
追
テ
無
遅
滞
速

二
積
入
レ
致
ス
ヘ
シ

第
十
六
条

一
確
証
ア
ル
天
災
許
非
常
之
変
動

ヲ
除
之
外

二
、
約
定
期
限
中
原
猷

一
・
梅
崎
義

則

.
吉
岡
久
泰

.
武
藤
廉
平
・
副
島
哲
吾
外
九
名
之
方

二
於
テ
毎
月
定
額
之
石

炭
高
ヲ
減
ス
ル
痔

ハ其
減
高
之
定
価
之
倍
金

蓋
肝
謬
惣
ヲ
為
償
金
三
井

物

産

会

社

工
可

相

払

、
就

テ

ハ
同
社

二
於

テ

代

金

払

方

期

限

二
背

ク
時

ハ
、

其

石
炭
定
価
之

前

二

.同

ジ

第
十
七
条
金
ヲ
為
償
金
炭
坑
主
十
四
名
可
相
払
事

一
確
証
ア
ル
天
災
砕
非
常
之
変
動

ヲ
除
キ
、
万

一
約
定
期
限
許
此
約
定

ケ
条
ヲ
破

約
ス
ル
ト
キ
ハ
其
違
約
起

シ
タ
ル
方

ヨ
リ
此
約
定
期
限
中
定
額
之
石
炭
代
価
高

二
当
ル
金
ヲ
為
弁
償

一
方

工
可
相
払
事

第
十
八
条

一
此
条
約
期
限

ハ
明
治
十
年
三
月

一
日
ヨ
リ
同
八
月
三
十

一
日
迄
満
六
ケ
月
間

卜

相
定
メ
、
満
期
後
尚
引
続
ト
不
続
ト

ハ
双
方
共
相
断
度
ト
否
ト
当
満
期

一
ケ
月



前

二
可
申
立
事
第
十
九
条

一
此
条
約
前
書
之
廉

々
相
定

ム
ル
ト
錐

モ
、

向
実
地
都
合

二
由
リ
増
加
ス
ル
件

モ

有
之
可
申
候
、
其
節

ハ
協
議
之
上
可
相
決
事

右
結
約
之
各
件
違
背
無
之
為
、
証
二
通
相
認
、
各
手
記
調
印

シ
嚇
通
リ
宛

双
方
受

領
致

シ
置
候
処
如
件

三
井
物
産
会
社
代
理羽

太

紀

克

長
崎
県
下
三
十
九
大
区
四
小
区
炭
坑
各
主
代
理

同

四
十
大
区

一
小
区
今
宿
裏
名

原

猷

一

同
県

三
十
七
大
区

一
小
区
山
口
村

梅

崎

義

剛

同
県

三
十
九
大
区
四
小
区
多
久
村

吉

岡

久

泰

同
県
同
村

武

藤

廉

平

同
県
同
村

副

島

哲

吾

前
書
之
趣
相
違
無
之

二
付
致
奥
印
候
也

長
崎
県
三
十
九
大
区

々
長

南

部

長

虎

同

大
区
四
小
区
戸
長
代
理
副
戸
長

川

副

鼎

蔵

手

島

秀

一

郎

」

右
の
約
定
書
に
つ
い
て
長
崎
県
第
二
課
で
は
「
三
井
物
産
会
社
卜
小
城
郡
多
久
坑

業
人
ト
石
炭
売
買
定
約
別
紙
之
通
取
結
候
段
、
届
出
候
、
右

ハ
商
法
上
相
対
之
義

ト
雄

モ
、
坑
業
盛
興
之
為
聯
官
誘

二
発
リ
候
義

二
付
、
勧
業
課

二
於
テ
幾
分
鰍
保

護

セ
サ
ル
ヲ
不
得
義
ト
存
候
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
長
崎
県
と
し
て
も
多
久
地

方
の
石
炭
業

の
た
め
に
、
こ
の
契
約
の
締
結
を
す
す
め
る
こ
と
が
あ

っ
た
ら
し
い
。

坑
業
人
代
表
の

一
人
原
猷

一
の
経
営
す
る
小
侍
村
蜂
の
巣
坑
に
つ
い
て
、

「
鉱
山

沿
革
調
」
は
、
「
全
十
年
ノ
春
三
井
物
産
会
社
長
崎
支
店

ヨ
リ
売
買
約
定
希
望
出

願

ス
ル
ニ
就
テ
県
庁
ノ
保
護
ヲ
戴
キ
、
十

一
年
七
月
迄
会
社

二
販
売
」
と
見
え
.

県
庁
の
保
護
が
あ

っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
契
約

に
も
と
つ
い
て
多
久
地
方
の
石
炭
が
三
井
物
産

へ
販
売
さ
れ
た
こ
と

は
副
島
家
文
書

(
多
久
市
立
図
書
館
所
蔵

)
の
中
に
明
治
十
年
三
月
か
ら
十
月
に

数
通
の
石
炭
販
売
代
金
受
取
証
等
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
、

た
と
え
ば

「

仮

受

取

証

(
三
井

)
物

産

会

(
社

出

)
張

窒

印

明
治
十
年
五
月
廿
五
日

一
狸
谷
石
炭
拾
萬
斤

本
約
定
三
月
分

一
同

石
炭
五
萬
斤

後
約
定
三
月
分

〆

右
正

二
受
取
申
候
也三
井
物
産
会
社
出
張

松

本

勝

治

遠

藤

彦
太
郎

副

島

哲

吾

様

」

と

あ

る

が

如

き

で
あ

る
。

こ

れ
ら

の
受

取

証

が

九

月

.
十

月

の

日

付

に
な

っ
て

い

る

こ
と

は

、

こ

の
契

約

が

九

月

以

降
も

更

に
継

続

し

た

と
推

察

さ

せ

る

。

事

実

、

前

掲

の
如

く

、
十

一
年

七

月

ま

で

は

継

続

し

た

の

で

あ

っ
た

、

そ

れ

に
し

て
も

、

三
井

物

産

会

社

の
主

導
権

の
強

い
石

炭

購

入

で

あ
り

、

こ

の

た

め

販

売

者

た

る

坑

業

人

の
間

で
も

連

携

・
対

応

の
機

運

は

動

い

て

い
た

と
思

わ

れ

る

、

十

一
年

六

月



に

は
多

久

の
坑

主

ら

が
協

議

し

て

運
炭

舎

を

設

立

し
、

三
菱

会

社

と

深

い
関

係

を

も

つ
よ

う

に
な

る

。

三
井

と

三
菱

の
対

立

・
競

合

は

肥
前

小

城

郡

・
東

松

浦

郡

の

小

天

地

を

め
ぐ

っ
て
す

で

に
明

治

一
〇

年

代

に
見

ら

れ

、

後

年

ま

で
継

続

し

て

い

る

の
で

あ

る
。

〔
後
記

〕

小
稿
は
秀
村

「
明
治
前
期
肥
前
多
久
地
方
に
お
け
る
石
炭
運
送
体
系
の
胎
動
」

(

「
宮
本
又
次
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
所
収

)
と
関
連
す
る
も

の
で
あ
る
。

小
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
佐
賀

県
立
図
書
館
、
多
久
市
立
図
書
館
、
福

岡
博
氏
、
細
川
章
氏
に
種

々
御
世
話

に
な
っ
た
。
紙
上
を
借
り
て
感
謝
の
意

を
表
す
る
。

執

筆

者

紹

介

(
執
筆
順
)

和
田

一
夫

宇
田
川

勝

秀
村

選
三

福
沢

重
利

川
内

昇

入
江

寿
紀

町
田

保
次

細
川

章

佐
合
藤
三
郎

東
定

宣
昌

坪
内

安
衛

今
野

孝

今
津

健
治

八
田
千
恵
子

一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程

法
政
大
学
専
任
講
師

(経
済
学
部
)

九
州
大
学
教
授

(経
済
学
部
)

直
方
市
石
炭
記
念
館
館
長

多
久
市
長
公
室
室
長

西
日
本
鉄
道
本
社
勤
務

佐
賀
行
政
監
察
局
勤
務

多
久
市
立
図
書
館
司
書

元

『
労
務
管
理
年
誌
』
編
集
委
員

第

一
経
済
大
学
専
任
講
師

私
設
伊
万
里
湾
域
石
炭
産
業
史
資
料
室

(
元
立
川
鉱
業
所
労
組
委
員
長
)

麻
生
セ
メ
ン
ト
本
社
社
史
資
料
室
勤
務

神
戸
大
学
助
教
授

(
教
養
部
)

佐
賀
新
聞
記
事
目
録
年
表


